
伊賀市、名張市、笠置町及び南山城村ごみ処理広域化基本構想策定業務委託    

に係るプロポーザル審査結果報告書 

 

１．はじめに  

  伊賀市、名張市、笠置町及び南山城村 （以下「構成市町村」という。）では、持

続可能なごみ処理体制の検討を進めており、ごみ処理広域化基本構想を策定する

にあたり、専門的かつ広範な見地から検討を行うことを目的とし構成市町村長の

附属機関である、伊賀市、名張市、笠置町及び南山城村ごみ処理広域化基本構想

検討委員会を共同設置して検討を行っていることから、現状のごみ排出量調査及

び分析、将来予測、最新技術の動向調査等結果に基づき、広域化メニュー案の検

討と整理を行うため、本委員会の運営支援業務などを委託する。そこで豊富な知

識と専門的企画力を有する事業者から広く提案を募り、その技術力や実績、専門

性などを審査し、総合的に評価して受注者を決めることを目的として、プロポー

ザルを実施した。 

 

２．スケジュール 

   令和６年５月１日（水）    第１回伊賀市、名張市、笠置町及び南山城村    

ごみ処理広域化基本構想策定業務委託プロポー

ザル審査委員会 （以下「審査委員会」とい

う。） 

  令和６年５月 15日（水）   手続開始の公告  

令和６年５月 22日（水）    参加資格確認申請書提出期限（２者から申請） 

  令和６年５月 29日（水）    参加資格確認結果通知 

  令和６年６月 13日（木）    企画提案書提出期限 

  令和６年６月 24日（月）    第２回審査委員会 １次審査 

  令和６年６月 28日（金）  １次審査結果通知 

  令和６年７月５日 （金）  第３回審査委員会 ２次審査 

 

 

３．審査委員会 

①審査委員会設置要綱 第３条第 1項の規定に基づき、５名で構成 

  ②同要綱第３条第２項の規定に基づき、委員長・副委員長を互選 

    委員長    瀧口 嘉之   伊賀市  人権生活環境部長 

    副委員長   末廣 昇哉   南山城村 建設環境課長 

        委員     野口 泰弘   名張市  地域環境部長 

    委員     石原  千明  笠置町  税住民課長 

    委員     古市 哲也    三重県  伊賀地域防災総合事務所環境室長 

  ③事務局 

    伊賀市人権生活環境部廃棄物対策課 



 

４．審査経緯 

  （１） 第１回審査委員会 

       開催日 令和６年５月１日（水） 

       場 所 伊賀市さくらリサイクルセンター 中会議室 

       欠席者 なし 

       概 要 ①委員長、副委員長の選任について 

           ②プロポーザルの実施内容について 

           ③プロポーザル審査手順について 

   

  （２） 第２回審査委員会 

       開催日 令和６年６月 24日（月） 

       場 所 伊賀市さくらリサイクルセンター 中会議室 

       欠席者 なし 

       概 要 ①１次審査（事業者評価・配置技術者評価・企画提案書評価） 

           ②１次審査結果について 

 

  （３） 第３回審査委員会 

       開催日 令和６年７月５日（金） 

       場 所 伊賀市さくらリサイクルセンター 大会議室 

       欠席者 なし 

       概 要 ①２次審査（プレゼンテーション及びヒアリング評価） 

           ②最優秀者の選定について  

           ③講評 

 

５．企画提案書提出者 

   ２事業者 

 

６．審査結果 

  （１）最優秀者   中日本建設コンサルタント株式会社  伊賀事務所 

 

  （２）評価点 

評価項目 配点 Ａ社 Ｂ社 

事業者評価 ２０点 ２０点 ２０点 

配置技術者評価 ８０点 ５０点 ４５点 

企画提案書評価 ２５０点 １５５点 １９７．５点 

プレゼンテーショ

ン及びヒアリング

評価 

１００点 ８０点 ５０点 

見積価格評価 ５０点 ５０点 ３８．８５点 

合計 ５００点 ３５５点 ３５１点 

順位  最優秀者 失格 

 



 

７．審査講評 

 伊賀市、名張市、笠置町及び南山城村ごみ処理広域化基本構想策定業務委託に関する

事業者の選定に当たって、募集の結果、２事業者からの提案をいただいた。いずれも、

持続可能なごみ処理体制を検討していくうえで、それぞれの事業者が有する豊富な実績

や経験を活かした提案内容であった。貴重な時間を費やし提出書類の作成とプレゼンテ

ーション審査へ参加いただき本審査委員会として各事業者様に敬意を表するとともに深

く感謝申し上げる。 

 各事業者の評価は次のとおりである。Ａ社の提案については、複数のごみ処理パターン

を設定し、定量及び定性的にコスト面とその効果を可視化する等の業務計画や、マイルス

トーンを設定して管理する等の実施工程など、現実的な提案がなされていた点を高く評価

した一方、脱炭素技術の導入に係る検討について、実現可能な手法・手順について具体性

のある提案があれば、さらに良い評価となった。次にＢ社の提案については、広域化メニ

ューの検討に係るアンケート調査において、対象先に公民連携の先行自治体や民間企業も

含める方法や、事業全体で財政支出を低減させる方法等の知見を活かした積極的で具体的

な提案がなされていた点は高く評価した一方、交付金を活用するための地域計画策定を含

め、可及的速やかな検討を要する当地域への魅力的な提案であったものの、明確かつ説得

力のある説明の観点ではやや物足りなかった。 

各審査委員が評価項目に基づき審査を行った結果、広域化に向けた課題・対応策につい

て具体的に示し、現実的な提案をされた点が優れており、円滑に業務遂行ができると評価

したことから、当該提案事業者を最優秀者として選定した。最優秀者として選定された中

日本建設コンサルタント株式会社  伊賀事務所においては、本業務の目的を厳守し、持て

る専門的知識やノウハウを遺憾なく発揮され、優れた基本構想策定への支援を期待する。 

 

                  伊賀市、名張市、笠置町及び南山城村 

ごみ処理広域化基本構想策定業務委託 

プロポーザル審査委員会 

委員長 瀧口 嘉之  


